





























































































































「甲状腺検査」は 2011 年 3 月 11 日に 0 歳から




















万 5002 人、県外での受診者数は 2949 人、合計 1
万 7951 人が受診している。（対象者 2 万 7690 人
の 64.8%）16 歳以上は県内の市町村の特定健康診
査等で上乗せされた健診受診者数は 9148 人、県
内各地の集団健診受診者数は 4 万 1949 人、合計
5 万 1097 人であった。また県外の協力医療機関
に 5510 人が受診し、県内外合わせて、合計 5 万






































































































































































て、0 歳～ 15 歳までの健診に力を入れる必要が
ある。以下に現行制度における健診を列挙し考察
してみる。
























5─2　0 歳〜 5 歳および 6 歳〜 15 歳
0 歳～ 5 歳の乳幼児健診は、母子保健法によっ




6 歳～ 15 歳の小中学校では、学校保健安全法
によって、年 1 回の健診がある。しかしこの健診
では採血は行われない。学校検診では小学 1 年と


















































































































3） 0 ～ 6 歳：血算（赤血球数、ヘマトクリット、ヘモ
グロビン、血小板、白血球数、白血球分画）は血算
46 点、血液採取料 16 点（0 ～ 5 歳は更に 14 点加算）、
血液学的検査判断料 125 点で、計 187 点（0 ～ 5 歳
は 201 点）。
 7 ～ 15 歳：血算（赤血球数、ヘマトクリット、ヘモ
グロビン、血小板、白血球数、白血球分画）は血算
46 点、他の包括検査料 102 点、HbA1c49 点、血液
採取料 16 点、血液学的検査判断料 125 点、生化学
的検査判断料 144 点、計 482 点。
 16 歳以上：血算（赤血球数、ヘマトクリット、ヘ
モグロビン、血小板、白血球数、白血球分画）は血
算 46 点、尿検査 42 点、他の包括検査料 102 点、
HbA1c49 点、血液採取料 16 点、血液学的検査判断
料 125 点、生化学的検査判断料 144 点、尿検査判断
料 34 点、計 558 点。
 1 点は 10 円なので、健康保険が 10 割かかったとし
て 0 ～ 5 歳で 1870 円、6 歳で 2010 円。7 ～ 15 歳か
らは検査項目が多くなるので 4820 円、16 歳以上で
は尿検査が入って 5580 円となる。
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